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B2
開講時期のコードは 前期のみ０、後期のみ１． 通年は2

B5
実験の場合には、統括責任者名を記載する。 学科主任、学年担任 等

D20
主要教科目のみ、weightの欄に◎印をつける。◎印は幾つでも良いが、多ければその分、インパクトが少なくなる。

D21
目標Aのコメント参照

D22
目標Aのコメント参照

D23
目標Aのコメント参照

D24
目標Aのコメント参照

B25
主要教科目のみ、選んだ学習・教育目標について記入する。(専攻科の学則第46条の4から選ぶ。）

B42
実験の場合には、第1班のスケジュールを記入する。

D42
主要教科目でない場合には書かなくてもかまわない。  実験の場合は、 １テーマ別指導担当教員名 2.実験指導書のページ/番号等、3.詳細な実験場所(例：機械工学科棟3F計算力学研究室) 4.技術職員のサポートがある場合には、技術職員氏名 を記入する。

L42
教員の参観は、原則自由。 遠慮して欲しい時期には×
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B87
なくても結構です。

B88
学生による授業アンケート結果を参考に、授業の改善方法を記述する。
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